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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 服薬時のダブルチェックを各勤務帯で必ず行い、サインを忘れずにしてください。

· 各ユニットの温度チェックも忘れずに行ってください。

· 受け持ち患者様の転倒・転落のアセスメント表の記入を行ってください。

· 毎週火・木にＤｒ安ヶ平の精神療法を行います。

＜院長ラウンドでの指摘事項＞

· 吸引掃除機の先端部分について、清潔が保持されるような保管が必要。この件について、本川ＮＳが担当する。

· カルテ表紙の補修が必要。庶務と連絡をとり早急に進めていく。

· 歯ブラシの消毒について、消毒中である表示が必要。消毒中は、張り紙やビニールテープに記載し、表示をする。

· 与薬カートの名前の表示はテプラで統一する事。この件は上口ＮＳが担当する。

· 救急カートの確認者は紙テープにフルネームでサインをする事。

· １階の脱衣所の整理・整頓を行う事。その都度、入浴係りが責任を持つ。

· 清掃について、クモの巣やカートの裏のほこり等にも気をつける事。

＜患者様連絡事項＞

斉藤　数子様　～　皮膚の掻痒感が持続していることから、抗ヒスタミン剤とアレルギー剤が本日夕から７日分継続処方になっています。引き続き、皮膚の状態などに注意して観察とスキンケアをしていきましょう。

谷内　愛子様　～　腹部不快症状のため、消化性潰瘍剤が本日夕から７日分継続処方になっています。腹部症状と食事摂取状況について観察をしていきましょう。

沼沢　ミヤ様　～　左側腹部から背部にかけての疼痛があり、経皮吸収型鎮痛消炎剤の外用薬が処方になっています。痛みの程度や鎮痛剤の効果について観察して行きましょう。

見付　喜久様　～　先日主治医と家族面談し、今後経口摂取困難な時は経管栄養に切り替える可能性もあることを説明し、承諾を得ています。現時点では、時間はかかるが、飲み込めているため、ミキサートロミ食とアイソジェンを続けていく方向です。嚥下の状況に注意して食事介助をしていきましょう。

荒屋敷　チエ様～　明日、下平ＳＷと本人希望にて今後について面談する予定です。

永洞　恭子様　～　９/３に膿胞腎にて日赤病院を受診する予定になっています。今月下旬（８／２７・月）に当院で腹部ＣＴ検査施行し、９月1日に尿検査行います。その結果と昨年の腹部ＣＴを持参して診察を受ける予定です。移動には八戸タクシーの介護車を利用し、スタッフも１名付き添う予定です。

竹内　セツ様　～　お盆外泊８/14から８/16までの予定

大久保まつゑ様～　お盆外泊８/14から８/17までの予定

市橋　ひで様　～　食事のおわんから食事がこぼれやすいため、麺どんぶりに器が変更になります。

浜中　トキエ様～　皮膚の発赤が続いていることから、本日夕から副腎ホルモン剤が２日分臨時処方になっています。皮膚の状況や掻痒感の観察とスキンケアを継続して行っていきましょう。

＜Ｄｒ田名部より情報提供＞

· 先日の尿検査の結果、白血球が検出され膀胱炎所見がある患者様は、松田信夫様

永洞恭子様・鈴木サダ様・荒屋敷チエ様です。自覚症状の観察や水分補給に留意していきましょう。

＜皮膚科診察について＞

上田　正男様　～　湿疹がまだ改善しない事からアレルギー用剤が２週間分継続処方

　　　　　　　　　になっています。

瀬川　はな様　～　皮膚の掻痒感が持続していることから、抗ヒスタミン剤が２週間分継続処方になっています。

竹内　セツ様　～　足の白癬にて抗真菌剤の軟膏と内服薬が６日分臨時処方になり、以後定期処方になる予定です。

浜中　トキエ様～　頸・顔・前胸部・両手の急性湿疹にて軟膏処置の指示があります。

橋本　万様　　～　左大腿部の擦過傷にて軟膏処置の指示があります。

向山　忠義様　～　拒否が強く皮膚科終了になります。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

荒屋敷チエ様～プログラムで盆踊り行っていますが、楽しそうに笑顔で参加しています。「盆踊り覚えたいから教えて」と他者に踊り方を聞いたり、他者へ声を掛けて一緒に踊るなどされています。周囲との交流を持続し、孤立しないように観察・介入していきましょう。

若松　高　様～盆踊りに笑顔で参加しています。踊り方をスタッフや他者に教えるなど最後まで積極的に踊っています。途中で「疲れた。腰が痛い」と休むことありますが、表情明るくその後も踊りに参加しています。次回も参加促していきましょう。

齋藤　数子様～下肢筋力維持・向上のため下肢の運動行っています。眠気強いことあり、途中で居眠りすることあり声がけしながら行っています。継続して行っていきます。

河村　勝男様～プログラム中は、声がけに妄想発言聞かれ疎通不良なことありますが、表情は穏やかな様子で他者へ干渉みられません。体操の声がけに徘徊や臥床ありますが、その後の活動への促しに参加しています。状態の変化に注意し、他者とのトラブルや粗暴行為ないように観察・介入していきましょう。

坪　邦俊　様～眠気ある様子で体操時、覚醒できずにいることあり声がけ要しています。時折「出口はどこだ」と聞いてくることありますが、過度とはならず落ち着いています。居眠り見られる時は声がけしていきましょう。

浜中　トキヱ様～表情良くプログラム参加しています。弱視や難聴のため理解できず見学していることありますので、介入して何をやっているのかを伝えて一緒に行って頂きましょう。下肢の筋力運動は本人の理解乏しく実施できないことありますが、歩行は手を引いて短距離であれば可能であり、トイレ移動など必要に応じて訓練していきましょう。

＜田名部Ｄｒのケースカンファ＞

角谷　育子様～継続して話し掛け多くしてください。その時の反応や表情変化などカルテへ記載して情報提供していきましょう。

田村　耕一様～歩行など毎日できているでしょうか。習慣として決まった時間に声がけして継続するようにしましょう。

西沢　正　様～同じく歩行や運動器具を行うように促しましょう。

谷内　愛子様、山下　さき様～ＳＳＴへの参加を促して下さい。少しの時間でも参加するようにしていきましょう。







